
と
や
、
そ
の
上
で
要
旨
を
端
的
に
ま
と
め
、
わ
か

り
や
す
く
記
述
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

・
小
問
３
問
は
、
解
答
字
数
二
〇
〜
三
〇
字
程
度
、

四
〇
〜
五
〇
字
程
度
、＊八
〇
〜
一
二
〇
字
程
度
を

そ
れ
ぞ
れ
１
問
ず
つ
出
題
す
る
。

＊
第
２

回
試
行
調
査
の
結
果
報
告
（
二
〇
一
九
年
四
月
公
表
）

で
、「
上
限
字
数
の
み
を
示
す
」
と
い
う
方
針
が
出
さ
れ
た
。

２
．
試
行
調
査
に
つ
い
て

　

共
通
テ
ス
ト
の
開
始
に
向
け
て
、
二
回
の
試
行
調
査

（
二
〇
一
七
年
十
一
月
・
二
〇
一
八
年
十
一
月
）
が
実

施
さ
れ
た
が
、
特
筆
す
べ
き
内
容
と
し
て
は
、

◎
記
述
式
問
題
で
、
実
用
的
な
文
章
（
第
１

回
）、
論

理
的
な
文
章
（
第
２

回
）
が
そ
れ
ぞ
れ
出
題
さ
れ
た
。

◎
記
述
式
・
マ
ー
ク
式
を
問
わ
ず
、
複
数
の
文
章
・
資

料
の
読
み
比
べ
問
題
が
課
さ
れ
た
。

◎
小
説
枠
（
大
問
３

）
で
詩
が
出
題
さ
れ
た
。

◎
会
話
文
の
読
み
取
り
を
踏
ま
え
た
問
題
が
課
さ
れ
た
。

と
い
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

討
さ
れ
て
い
る
。

【
問
題
作
成
の
方
向
性
（
国
語
）】

・
近
代
以
降
の
文
章
（
論
理
的
な
文
章
、
文
学
的
な

文
章
、
実
用
的
な
文
章
）、
古
典
（
古
文
、
漢
文
）

と
い
っ
た
題
材
を
対
象
と
し
、
言
語
活
動
の
過
程

を
重
視
す
る
。

・
言
語
を
手
掛
か
り
と
し
な
が
ら
、
与
え
ら
れ
た
情

報
を
多
面
的
・
多
角
的
な
視
点
か
ら
解
釈
し
た
り
、

目
的
や
場
面
等
に
応
じ
て
文
章
を
書
い
た
り
す
る

こ
と
な
ど
を
求
め
る
。

・
大
問
ご
と
に
固
定
化
し
た
分
野
か
ら
一
つ
の
題
材

で
問
題
を
作
成
す
る
の
で
は
な
く
、
分
野
を
越
え

て
題
材
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
同
一
分
野
に
お
い

て
複
数
の
題
材
を
組
み
合
わ
せ
た
り
す
る
問
題
も

含
ま
れ
る
。

・
記
述
式
問
題
は
、
実
用
的
な
文
章
を
主
た
る
題
材

と
す
る
も
の
、
論
理
的
な
文
章
を
主
た
る
題
材
と

す
る
も
の
又
は
両
方
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
し
、

小
問
３
問
か
ら
な
る
大
問
１
問
を
出
題
す
る
。

・
テ
キ
ス
ト
の
内
容
や
構
造
を
把
握
・
解
釈
す
る
こ

１
．
共
通
テ
ス
ト
の
問
題
作
成
の
方
向
性
に
つ
い
て

　

二
〇
二
一
年
一
月
か
ら
新
た
に
実
施
さ
れ
る
「
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
（
以
下
、「
共
通
テ
ス
ト
」）」
に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
な
「
問
題
作
成
の
方
向
性
」
が
公

表
さ
れ
て
い
る
。（
二
〇
一
八
年
六
月
）

【
記
述
式
問
題
の
導
入
（
国
語
）】

・
記
述
式
問
題
の
導
入
に
伴
い
解
答
時
間
が
一
〇
〇

分
に
な
る
。

・
マ
ー
ク
式
問
題
の
配
点
と
は
別
に
、
記
述
式
問
題

の
段
階
別
評
価
が
示
さ
れ
る
。
小
問
ご
と
に
４
段

階
表
示
、
総
合
評
価
に
つ
い
て
は
八
〇
〜
一
二
〇

字
程
度
を
記
述
す
る
小
問
に
つ
い
て
の
み
1.5
倍
の

重
み
付
け
を
行
っ
た
上
で
５
段
階
表
示
と
す
る
こ

と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

【
マ
ー
ク
式
問
題
に
お
け
る
新
た
な
解
答
形
式
】

・
当
て
は
ま
る
選
択
肢
を
全
て
選
択
す
る
問
題
・
解

答
が
前
問
の
解
答
と
連
動
し
正
答
の
組
み
合
わ
せ

が
複
数
あ
る
問
題
な
ど
の
新
た
な
解
答
形
式
が
検

　
　
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
傾
向
と
対
策
（
国
語
）
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⑵
実
用
的
な
文
章
と
は
、
新
聞
記
事
や
広
告
文
、
法
令

文
、
報
告
書
な
ど
を
指
す
。
通
常
扱
う
文
章
題
材
と

異
な
り
、
グ
ラ
フ
や
図
表
な
ど
の
資
料
を
含
む
も
の

も
多
い
。
従
来
は
あ
ま
り
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
題

材
の
た
め
、
大
半
の
生
徒
は
読
み
慣
れ
て
い
な
い
は

ず
で
あ
る
。
教
科
書
の
表
現
分
野
の
題
材
を
活
用
す

る
な
ど
し
て
、
で
き
る
だ
け
実
用
的
な
文
章
の
特
徴

や
読
み
方
に
慣
れ
さ
せ
て
お
く
と
よ
い
だ
ろ
う
。

⑶
異
な
る
分
野
、
あ
る
い
は
同
じ
分
野
や
共
通
す
る
テ

ー
マ
の
文
章
・
資
料
を
組
み
合
わ
せ
た
問
題
で
は
、

複
数
の
文
章
・
資
料
の
内
容
を
「
い
か
に
速
く
的
確

に
読
み
比
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
が
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
文
章
に
あ
た
り

な
が
ら
、「
速
読
力
」
と
「
大
意
把
握
力
」
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
　

一
方
で
、
複
数
の
文
章
・
資
料
を
読
み
比
べ
る
た

め
に
は
、
当
然
な
が
ら
個
々
の
文
章
・
資
料
を
正
し

く
読
み
取
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
る
。
つ
ま
り
、
従

来
ど
お
り
の
国
語
力

―
語
彙
や
文
法
に
関
す
る
知

識
、
文
章
に
お
け
る
指
示
内
容
や
文
意
・
文
脈
を
読

み
取
る
力
な
ど

―
が
必
須
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら

な
い
。
新
し
い
形
式
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
確
実
に
点
を

得
る
た
め
に
は
、
基
本
的
な
「
読
解
力
」「
語
彙
力
」

「
文
法
力
」
を
き
ち
ん
と
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
も

肝
要
で
あ
る
。

 

（
数
研
出
版
編
集
部
）

３
．
傾
向
と
対
策
に
つ
い
て

　

こ
こ
ま
で
の
内
容
か
ら
、
共
通
テ
ス
ト
で
注
意
す
べ

き
点
は
次
の
三
つ
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑴
記
述
式
問
題
（
大
問
１
問
）
が
増
え
、
解
答

時
間
も
二
〇
分
増
の
計
一
〇
〇
分
に
な
る
。

⑵
記
述
式
問
題
は
、
実
用
的
な
文
章
ま
た
は
論

理
的
な
文
章
を
主
た
る
題
材
と
し
、
マ
ー
ク

式
問
題
と
は
別
に
段
階
別
評
価
が
適
用
さ
れ

る
。

⑶
分
野
を
越
え
て
題
材
を
組
み
合
わ
せ
た
り

（
＝
科
目
融
合
）、
同
一
分
野
で
複
数
の
題
材

を
組
み
合
わ
せ
た
り
す
る
（
＝
複
数
の
題
材

の
読
み
比
べ
）
問
題
も
含
ま
れ
る
。

⑴
記
述
式
問
題
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、「
出
題
さ
れ
た

文
章
・
資
料
か
ら
条
件
に
合
う
要
素
を
抽
出
し
、
指

定
の
字
数
に
ま
と
め
る
力
」
で
あ
る
。「
要
約
力
」

を
鍛
え
る
取
り
組
み
が
、
い
っ
そ
う
重
要
性
を
増
す

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
取
り
こ
ぼ
し
の
な
い
よ
う
、

適
切
な
時
間
配
分
が
不
可
欠
で
あ
る
の
は
従
来
ど
お

り
。
特
に
記
述
式
問
題
で
は
、
た
だ
解
答
を
作
成
す

る
だ
け
で
な
く
、
自
己
採
点
用
の
解
答
を
控
え
て
お

く
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
試
験
全
体
と

し
て
時
間
の
余
裕
は
見
込
め
な
い
。
普
段
の
記
述
練

習
か
ら
、
解
答
時
間
を
区
切
る
・
下
書
き
を
す
る
な

ど
の
意
識
付
け
を
さ
せ
る
の
が
望
ま
し
い
。

第
１
回

第
２
回

大問１
・
実
用
的
な
文
章
（
生

徒
会
部
活
動
規
約
）

と
関
連
す
る
図
表
資

料
、
会
話
文
の
読
み

比
べ
。

・
五
〇
字
以
内
、
二
五

字
以
内
、
八
〇
〜
一

二
〇
字
以
内
。

・
言
語
に
関
す
る
複
数

の
評
論
文
の
読
み
比

べ
。

・
三
〇
字
以
内
、
四
〇

字
以
内
、
八
〇
〜
一

二
〇
字
以
内
。

大問２
・
図
表
・
写
真
を
含
む

論
説
文
の
読
解
。

・
読
み
比
べ
は
無
し
。

・
著
作
権
に
関
す
る
評

論
文
と
法
令
文
（
著

作
権
法
の
抜
粋
）、

関
連
資
料
の
読
み
比

べ
。

大問 3
・
関
連
す
る
二
つ
の
小

説
の
読
み
比
べ
。

・
同
一
作
者
の
詩
と
エ

ッ
セ
イ
の
読
み
比
べ
。

大問４
・『
源
氏
物
語
』
に
関

す
る
複
数
の
古
文

（
定
本
・
注
釈
書
）

の
読
み
比
べ
。

・
単
一
古
文
（『
源
氏

物
語
』）
の
読
解
。

・
読
み
比
べ
は
無
し
。

・
設
問
に
会
話
文
を
含

む
。

大問５
・
漢
文
（『
史
記
』）
と
、

関
連
す
る
漢
詩
を
含

む
資
料
の
読
み
比
べ
。 ・

故
事
成
語
に
関
す
る

漢
文
の
現
代
語
訳
と
、

漢
文
（『
郁
離
子
』）

の
読
み
比
べ
。

・
設
問
に
会
話
文
を
含

む
。
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